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放置禁止対策の事例：国道１９号大須地区

2

１９号大須地区

熱田神
宮

大須観
音

鶴舞公
園

至 長野市

新
幹
線

大須地区

日銀
前

広小路伏
見

若宮北

西大須

金山新橋
南

出典：地理院地図



凡例

駐輪場
原付駐車場

単位︓m

歩道部 車道部

3.25 3.25 3.00 3.00

自転車レーン

3.75

整備前

歩道部 車道部

3.25 3.25 3.25 3.00 2.55

整備後

若宮北

若宮南

西大須

自
転
車
通
行
空
間
整
備
区
間

大須横断歩道橋

花園横断歩道橋

3

放置禁止対策の事例：国道１９号大須地区

⾃転⾞通⾏空間の整備内容



出典︓名古屋市HP

【⾃転⾞等放置禁⽌区域の範囲（R5年4月1日時点）】
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放置禁止対策の事例：国道１９号大須地区

⾃転⾞専⽤通⾏帯の整備（R4.12）に併せて放置禁⽌区域の追加指定と有料駐輪場を整備（R5.4）
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時間帯別歩道有効幅員【最小値】

（国道19号西側）ブロック17

【整備後】

【整備前】

撮影日時︓R5年7月4日（木）11:22

駐輪禁⽌区間を設けたことで、その区間は歩道有効
幅員全体を歩⾏者が利⽤できるようになり、安全性
が向上。

駐輪禁⽌区間を設けたことで、その区間は歩道有効
幅員全体を歩⾏者が利⽤できるようになり、安全性
が向上。

約1.6倍増加

駐輪場以外の駐輪台数が
265台から28台に減少

地下鉄出入口(線なし側) バス停
駐輪場

調査日時
＜駐⾞台数＞
【整備前】R1年12月5日(木) 11時台 【整備後】R5年7月4日(火) 11時台
＜時間帯別歩道有効幅員＞
【整備前】R1年12月5日(木) 【整備後】 調査日時︓R5年1月12日(木)
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撮影日時︓R5年1月12日（⾦）9:43
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放置禁止対策の事例：国道１９号大須地区

⾃転⾞通⾏空間整備＋放置禁⽌対策の効果
ポイント ・駐⾞場以外の駐輪台数がほとんどいなくなり、歩道有効幅員が1.6倍増加

⻄側


